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　私たちのまちでは、保健福祉学園都市構想が策定されており「福祉のまちみはら」という声も良く聞きます。しかし現実はどうなのでしょうか。はたして、みはらが目指す
「福祉のまち／安心して暮らせる都市」とは何なのか、そもそも市民が求める、若しくは理想とする「福祉が充実した社会」とは何なのか、皆さんはそれらのことを具体的にイ
メージできるでしょうか。私たち三原青年会議所は、本年度1年をかけてその姿を求めてゆきたいと思います。�
　第1回目の今回は、みはらの現状を探る中で、これからの動向に大きく影響するであろう「福祉用具研究会」（平成14年12月20日設立）にスポットをあててみました。設立時
の会議の中で、福祉用具について説明をいただいた広島県立保健福祉大学大塚彰教授と会の発起人である広島経済同友会三原支部の甲山員司支部長にインタビューを行いました。�
�
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「福祉のまち／安心して暮らせる都市」�
    ～第4次三原市長期総合計画より～�
�

今回、産学官連携に�
よる「福祉用具研究�
会」が設立されまし�
たが。�

�Q これからの研究会�

の活動について�

�

Q

　今回のインタビューで、福祉の社会というまち全体に関しての内容はあまり聞けませんでしたが、福祉産業に関し
て、大学の持つハイテク研究施設を活用する地元企業の少なさと、反対に身近なアイデアを大学と共に研究すること
に対する敷居の低さのようなものを感じました。この大きな可能性のある大学をどんどん活用して、私たちの住むま
ち「みはら」の発展に繋げてゆかなければならないと改めて感じました。次号からもこのテーマに関して連載してゆ
きますが、皆さんからのご意見もお待ちしておりますので、ご投稿をよろしくお願いします。�

「福祉用具研究会」�
　日時：毎月第1金曜日　午後6時～8時（8月は休み）�
　場所：広島県立保健福祉大学�
　お問い合せ先：三原商工会議所　担当：森山�
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　この地域経済がよみがえるひとつの可能性として、日本政府が推し進める構
造改革のひとつ「構造改革特区」構想があります。�

構造改革特別区域法の目的（首相官邸ＨＰより）�

　地方公共団体の自発性を最大限に尊重した構造改革特別区域
の設定を通じ、教育、物流、農業、社会福祉、研究開発等の分
野における経済社会の構造改革の推進及び地域の活性化を図る。�

　各分野の人
が一同に会し、
どのような福
祉のまちを作

ればいいのか、どのような福祉用具を作
ればいいのかを話し合い、その中から新
しい産業の育成や障害者の方に喜んでい
ただける製品が出来れば良いと思います。
今回は、寝返り用の福祉用具を発表させ
てもらいましたが、今後も色々なアイデ
アを発表し、地元の企業に製品として具
現化・実現化してもらえればいいと思い
ます。�
�

他にはどのような福�

祉用具を研究されて�

いるのですか。�

�
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　昨年は福祉用具とし
て、健康下駄の研究を
していました。通販会
社にも製品化の話もあ
りましたが、デザイン
等の問題で中断してい
ます。�
�
�

　毎月1回第一金曜日に県立保健福祉大学
にて開催します。当面は当大学から現在研
究している内容の発表や福祉用具を利用さ
れている方からの改善要望の発表等を行っ
ていく予定です。福祉用具の研究はもとより、
安心して暮らせるまちづくりのため、徹底
したニーズの掘り起こしや情報収集にも努
めたいと思います。産学官連携による取組
みとして、この研究会の中から新たな産業
が育成し、福祉の充実したまちづくりへの
一助となればと思います。�
�

甲山　員司　支部長�大塚　彰　教授�
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